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白山人類学　24 号　2021 年 3 月
白山人類学研究会
白山人類学研究会は，東洋大学社会学部社会文化システム学科の教員を世話人として組織
されている。定例研究会は，原則として毎月第 3 または第 4 月曜日，東洋大学 8 号館で開催









































□　2020 年 11 月 16 日第 3 回研究会
演題：From Pain to Activism: The Case of Victims of Coerced Sterilizations in Japan
発表者：Astghik Hovhannisyan(Russian-Armenian University/ Ritsumeikan University)
要 旨：Over 16,500 people were forcibly sterilized under the now-defunct Eugenic 
Sterilization Law (1948-1996) of Japan. However, in contrast to the somewhat similar 
case of Hansen’s disease survivors, this issue only gained national attention in recent 
years, and legal attempts to demand government accountability began as late as in 2018. 
Many of the victims, who were silent about their experience for decades, found themselves 
in the position of plaintiffs, as well as active agents of the redress movement. This talk, 
based on literature survey, interviews with sterilization victims, as well as records of 
court proceedings, aims to look into reasons why the issue of coerced sterilizations was 
practically ignored for such a prolonged period of time, as well as to demonstrate how the 
sterilized persons turned from silent victims to “accidental activists”.
























□　2021 年 1 月 25 日第 5 回研究会
演題：スポーツヒーローとしてのトンガ人ラグビー選手
発表者：北原　卓也（早稲田大学人間総合研究センター・招聘研究員）
要旨：南太平洋島嶼国のひとつであるトンガ王国ではラグビーが非常に盛んであり，そのナ
ショナルチームは国内だけでなく世界各国に居住するトンガ人から親しまれている。2019 年
のラグビーワールドカップは日本国内でも大きな注目を集めたが，こうした大きな試合の際
には熱狂的な応援を受け，トンガ国内はもとより国外のトンガ人コミュニティも赤に染まる。
チームカラーの赤色のものを身につけたり飾ったりするからだ。選手たちは国際舞台で活躍
する国民的ヒーローである一方，ファンにとって自身が直接，少なくとも一人，二人を介せ
ば個人的なコンタクトが取れる範囲の近い繋がりがある存在でもある。本報告では，こうし
た熱狂的な人気を集める一方で，フォロワーにとって血縁や地縁，学縁などでつながる身近
な存在でもあるトンガのナショナルチームの選手が，トンガ社会においてどのような象徴的
または具体的な役割を担っているのかについて，調査の中間報告として現時点で明らかになっ
ている点を提示した。
